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The University of Tokyo Study Abroad/Student Exchange Program Report Form 
(Very-Short-Term Study Abroad Program) 

Date:  30/08/2013 
 
Faculty/Graduate School: Graduate School of Inter-disciplinary Information Studies   
Year: Master First Year 
Program Attended: IARU COP2: Security: Theories, Practices and Dilemmas of Widening the 
Concept 
Organizing Overseas Institution/University: The University of Copenhagen 
Occupation after graduation (intended):  
1. Research 2. Specialist (Medical・Judiciary・Accountant)  3. Civil Service 
4. NPO  5. Private sector (Type of industry:                    ) 6. Entrepreneurship 
7. Others (                                                          ) 
 
 
Outline of the receiving institution overseas 
This summer school is on the topic: “Security: Theories, Practices and Dilemmas of Widening the 
Concept”.  
 
Reason why you decided to participate 
To equip myself with knowledge on policy decision process; broaden my view and enhance research 
skills; network with students around the world 
 
Preparation for the program 
(1) Application process (please give any advice on dealing with the application process) 
I was not aware of this program until two week prior to the deadline and it did take time to get my 
supervisor’s signature of approval. I would suggest people interested in this program action as early 
as possible. 
 
(2) Visa application (type of visa, where to apply, processing time, any advice on visa application) 
Schengen visa for short-term travel. For Japanese citizens, visa is not needed. The Danish embassy in 
Tokyo is in Daikanyama and the processing time was really quick, in my case, it only took two 
workdays.  
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担当している TA の方が朝の復習時間も含めてずっといるので、聞きそびれた質問があっても、すぐに解消することが
できます。  
印象に残っている内容は、Security という学問が発展した理由についてです。非常に簡単に言いますと、超大国によ
って、ある問題には非常時対応が必要であると宣言されるのに対して、果たしてそれがどのような過程で行われ、本
当にその対応は必要なのか考えるためということらしいです。 
 
④学習・研究面でのアドバイス 
とにかく事前教材の読み込みが重要です。授業は読んできていることを前提に展開されます。先生によって当然授業
の仕方は違うのですが、事前教材で紹介された理論の適用をメインにされる方もいます。 
もう一つ重要なのは、授業や議論の中でわからないと思ったことがあれば、率直に質問することです。大雑把な質問
でも、とても的確に先生は答えてくださいますし、別に他の生徒何とも思わないので、恥ずかしがる必要も悪気を感じ
る必要も全くないです。 
また、単位取得のためには、4000 ワードのエッセイの提出が後日必要となるので、その準備も徐々に進めるのがいい
でしょう。プログラム中に、自分のエッセイの方針について、他の生徒や先生と議論する時間が与えられるので、そこ
までには、自分の問題意識や、適用できそうな理論、事前教材の中から参考文献にできそうだと思ったもののリストぐ
らいは作っておくのが順当でしょう。 
 
⑤語学面での苦労・アドバイス等 
ばらつきはありますが、先生によっては、日本で受けたどんな日本語の授業よりも早口で話すので、聞き取るだけで
一苦労でした。その上、内容、用語が高度なので、単に音声だけ認識できても何のことを言っているのか理解するの
は相当苦労します。今の単語どういう意味なの、と他国の学生に聞いてみたら、自分は普通に使っているし意味も分
かるけど、説明は難しいと言われたこともあります。日本にいる間にとにかくできる限り多くの参考文献を読んで、そこ
に出てきた単語の意味、ニュアンスを理解することが一番の対策です。ネット配信されている欧米の授業などを見て
雰囲気をつかんでおくことも有効だと思います。また、欧米の学生は日本以上に他国の学生を受け入れているので、
参加学生の国籍はかなりバラバラで、なまりもかなり認められます。欧米アクセントでなかったから聞き取りにくかった
なんて言い訳が通用するのは大学受験までなので、日頃からどんな英語でも聞き取る練習をしてください。英語の映
画を見るとか、他国出身の人と話すとか、地道にやるしか方法はないと思います。 
 
生活について 
①宿泊先（種類（寮・ホームステイ・ルームシェア等）、家賃、宿舎の様子、見つけた方法など） 
宿泊先は、寮を大学があっせんしてくれます。バスで大学から１ 人宿଀
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になると、ちょっと遠くの街へ出かけたり、スウェーデンに越境したりしていました。Facebook のグループページでいろ
んな提案がされているので、自分も行きたい場所を提案し、あちこちにみんなでワイワイ出かけてました。 
派遣先大学の環境について 
①参加学生へのサポート体制（語学面・学習面・生活面・精神面でのサポート等） 
語学面でのサポートは一切ありませんでした。生活面でのサポートも寮のあっせんぐらいでしょうか。学習面・精神面
でサポートが必要な場合は TA さんが相談に乗ってくれます。 
 
②大学の設備（図書館・スポーツ施設・食堂・PC 環境等） 
図書館は充実しています。自習する机もネットも整っていますし、印刷機もあります。スポーツ施設のようなものは特
になかったです。食堂は、ビュッフェ形式で考えてとれば栄養も偏りなく取れます。 
 
プログラムを振り返って 
①プログラムの意義、参加を通じて成長したこと、その他留学を通じての所感 
一番の意義は、実際にその権威から Security という学問分野について学べたことと、学際的な視点で Security をとら
えることができるようになったことでしょうか。発言するためにも、ずっと自分の頭で考え続けなければならない環境に
置かれたこともいい経験でした。マスプロ授業でも授業中にずっと思考し続けることはできますが、ともすれば楽な方
に流れ、暗記ゲームに徹するだけの日々に陥りがちですから。専門分野も様々で色々な国から来た、発想豊かな人
たちと議論し、その考えに触れられたことも非常に良かったと思います。 
 
②参加後の予定 
法学部に進学し、政治学を専攻するつもりです。ゼミなどを通じて自分が学んだことをしっかり人に伝える訓練をする
とともに、日々の授業でもしっかり自分の頭で考え、疑問などを持とうと思います。法学部に行くと、語学の勉強ができ
ないと先輩方はよくおっしゃいますが、そちらもまだまだ頑張ろうかと思います。 
 
③今後参加を考えている学生へのメッセージ・アドバイス 
大体必要な情報はここまでで書いたと思いますが、最後に一つだけ。参加を迷っているなら、参加することをお勧めし
ます。今参加して失われるものを考えてみて下さい。お金は確かにかかりますが、プログラム費用はデンマークの場
合タダですし、十分ではないものの奨学金もあります。準備などで時間もかかりますが、単調な日々に飽きつかれ、だ
らだら過ごしてしまっている方が大半ではないでしょうか。何か短期の目標を設定できることで、勉強もはかどります。
素晴らしい仲間にも出会えると思いますし、あまりにも日常とかい離しているため、自分の身の振り方を再検証するこ
ともできます。プログらム自体はたったの 3 週間です。夏の課題だってちゃっちゃっと済ませれば行く前に終わらせら
れるはずです。負担を恐れるばかりでは、何も変わりませんし成長できるはずもありません。他でもなく、海外で勉強
することがあなたの本当にやりたいことなら、それに向かって相応の努力をしてみて下さい。 
 
 
その他 

① 備段階や留学中に役に立ったウェブサイト・出版物 
特になし。 
 

① その他東京大学のホームページ・出版物等に掲載してよい留学中の写真があれば添付してください。 
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